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東京都福祉保健局 障害者施策推進部 部長芦田真吾様 

稲城市長石川良一様、多摩市長阿部裕行様より、ご祝 

辞をいただきました。 

法人設立よりご尽力いただいている個人、団体に、感謝状と記
念品が贈られました。 
＜個人＞ 

今井信夫、高玉和子、根橋三吉、大見川正春、高橋武男、平
部ケサ二、 

小川一志、冨永重芳、明千恵、木崎充教、永井丈雄、山内良
子、鈴木文晴、 

永田昌子、山崎文子 
＜団体＞ 

社会福祉法人日本心身障害児協会島田療育センター、多摩
プロゴルフ会 
＜当法人元役員＞ 

加藤正仁、阿部美樹雄、中溝忞、内山登紀夫 
          ＜敬称略＞ 

「自閉症のまま幸福に生きる 正夢を求めて」 

ＴＥＡCCH モデルに学ぶ 

川崎医療福祉大学 医療福祉学部 特任教授    

佐々木正美  様 

「今後の障害福祉について」 

   上智大学 総合人間学部  教授  大塚 晃 様 

 
 

パサージュいなぎ設立時より 現在までお力をいただいている嘱託医師永山メンタルクリ

ニック横田圭司、嘱託心理士サポート遊＆優阿部優美、嘱託音楽講師 菊地美伽、そし

て、同じく パサージュいなぎ 設立時より 勤めている、正夢の会職員１７名に対して、賞

状と記念品が贈られました。  

その後、代表として原美佐子より謝辞がありました。 

 

国立障害者リハビリテーションセンター 更生訓練所総合支援課長 小田島明様を皮切

りに、東京知的障害児・者入所施設保護者会連絡協議会代表幹事 白土一郎 様、東

洋大学社会学部 高山直樹様、東京都発達障害支援協会会長 柴田洋弥 様、稲城市

元障害福祉課課長甘利健一様から祝辞をいただきました 

平成２３年２月１３日（日）に、京王プラザホテル多摩に於いて、『社会福祉法人正夢の会 法人設立１０周年記

念式典』が開催されました。当日は、２００名を超える多数の来場者を迎える盛会となり、また、和やかな雰囲気

のうちに終了いたしました。ここに改めて感謝の意を表するとともに、当日の様子をご報告いたします。 

““心心にに添添っったた支支援援でで  安安心心とと満満足足をを””   

これからも、一人ひとりの ｢夢を、希望を、正夢へ｣ 

http://www.inagi-masayume.com/pdf/10thAnniversary/10th_02.pdf
http://www.inagi-masayume.com/pdf/10thAnniversary/10th_03.pdf
http://www.inagi-masayume.com/pdf/10thAnniversary/10th_04.pdf

